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１．寄付金速報 ～ 2006 年も引き続きよろしくお願いいたします！ 

12 月までの寄付金は、前年同期と比べ 2.6％増、約 2千 2百万円の増加でした。普通寄付金が

0.8％減、特別寄付金が 3.9％増です。先月に比べて特別寄付金の伸び率がやや鈍化したものの、

全体としては引き続き前年比増の傾向にあります。特に、第 2770 地区（埼玉県南東部）は、特

別寄付が前年同期に比べて 800 万円増加するという嬉しい結果が出ています。（下記グラフ参照） 

なお、12 月 26 日付で「2005 年度下期普通寄付金のお願い」を各クラブ宛にお送りしました。

普通寄付は、全ロータリアンからクラブを通じて定期的にいただくご寄付です。当会活動の安定

的な財源となっていますので、何とぞお早めにご納入くださいますよう、お願い申し上げます。 

地区別寄付金（2005年7～12月累計）前年同期との比較
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特 別 寄 付

普 通 寄 付

２．米山学友がロータリアンに！ 

韓国の米山学友、朴
パク

相
サン

俊
ジュン

さんから、第 3700 地区（韓国）北大邱ＲＣへ入会

したとの嬉しい報告がありました。 

朴さんは韓国・大邱出身の 44 歳。1995-97 年度の米山奨学生として、東京大

学大学院で森林科学を学び、博士号を取得しました。現在は、母校である慶北

大学の教授として活躍しています。来日当時、すでに母国で博士課程を修了す

る学歴を有していた朴さんは、「これまでに得た知識も、日本観も、すべてゼ

ロから始めよう」と自身に誓い、研究はもちろんのこと、クラブや地区の活動

へも積極的に参加しました。世話クラブの横須賀北ＲＣ（第 2780 地区・神奈川県）は、姉妹ク

ラブを締結している北大邱ＲＣと同じ地区の出身である朴さんをかわいがり、朴さんのロータリ

ー加入に際しても熱心な推薦があったそうです。 

「ロータリアンとなったことは、この上ない名誉。今後はロータリアンとして、また米山学友

として奉仕をしながら、韓日両国と両クラブの友好親善のため、頑張りたいです」 
ロータリアンになったと報告のあった学友は、朴さんで 67 人目。今後の活躍が期待されます。 



３．新しい米山学友会設立に向けて（2690 地区・2610 地区） 

現在、国内に 23 の米山学友会がありますが、新たに 2 つの地区で学友会設立総会が開催され

ました。第 2690 地区（岡山・鳥取・島根）と第 2610 地区（富山・石川）です。 

第 2690 地区では 2005 年 11 月 13 日、学友会設立総会が開催されました。

参加者は約 70 人。会則の決定、役員選定のほか、「活躍する米山学友」をテ

ーマとしたパネルディスカッションが行われ、今後の米山学友のあり方につ

いて熱い討論がかわされました。 

第 2610 地区では同年 12 月 11 日に設立総会が開催され、約 25 人が参加し

ました。会則、役員、会費などの承認がなされ、総会終了後は、学友会役員

とロータリアンとで今後の学友会運営について話し合い、ネット上でのコミ

ュニケーションを活用しながらも、顔と顔を合わせる機会を作る事も大切だ

との合意に達しました。 

この 2 つの学友会が 3 月に予定される学務・学友委員会で正式に承認を得ると、国内で 25 学

友会（30 ロータリー地区）、海外を含めると合計 27 の学友会が設立されることになります。 

４．台湾学友会総会出席報告 

2005 年 12 月 16 日～17 日、台北市にある台北ロイヤ

ルホテルにおいて、台湾学友会の 2005 年度総会が開か

れました。総会に先立って開かれた学友会役員会では、

台湾における「米山奨学金のイメージ広報」について討

議されました。台湾出身の元米山奨学生は約 3,000 人で、

その多くが、現在台湾の国内外で各界のリーダーとして

活躍しています。今回の広報企画は、米山学友が日本留

学の体験を通して“今の私、希望の明日”をどう実現し、

地域の発展や、人々の豊かな暮らしにいかに貢献しているかを社会に知らせる事が狙いです。 

17 日の総会には、120 名の会員とその家族が参加しました。野外旅行会、企業勉強会、ロータ

リー教育基金との交流といった活動内容の報告。また、日本留学希望者への進学・就職相談会な

ど、社会への奉仕活動計画。日台青少年交流活動を通して台湾と日本の橋渡しの役割を果たした

下井達典氏（伊那中央ＲＣ）への感謝。そして、台湾初の米山学友出身ガバナー、許国文氏（第

3490 地区）へのお祝いや、当時米山奨学生であった林翰佳さんの米山奨学会への寄付（ハイラ

イト 66 号掲載）が美談として紹介されるなど、多彩なプログラムが総会を盛り上げました。 

母国で、あるいは世界で活躍する米山学友の“受ける感謝から奉仕への喜び”の輪が確実に広

がっている事をこの目で確認した総会でした。（専務理事 宮崎幸雄） 

 

確定申告用領収証 ～ １月末日までにお届けします ～ 

１年間（１～12 月）で１万円以上の特別寄付をされた方には、１月末日までに（確定申告に間に合う

ように）申告用の領収証と認可証の写しを各ロータリー・クラブ宛に送付しお届けします。 

 

（財)ロータリー米山記念奨学会 編集担当：野津
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